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倒伏被害 穂発芽被害

図2：熊本県内の麦の被害状況

セット加入で麦づくりを経営所得安定対策
麦共済

麦共済の
Q&A

図1 NOSAI制度と経営所得安定対策の関連イメージ

全相殺方式・災害収入方式の場合

　

近
年
の
麦
は
、天
候
の
影
響
を
う
け
、自
然
災
害
に
よ

る
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

25
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す「
経
営
所
得
安
定

対
策
」は
、生
産
に
要
す
る
費
用
と
販
売
価
格
の
差
額
を

補
て
ん
す
る
仕
組
み
で
、集
中
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害

に
よ
る
減
収
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、交
付
金
も
減
少
し

ま
す
。

　

一
方
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
麦
共
済
は
、加
入
時
に
選
択
し

た
補
償
内
容（
最
高
９
割
補
償
）に
応
じ
て
、自
然
災
害

に
よ
る
減
収
部
分
が
補
て
ん
さ
れ
ま
す
。（
図
１
）。

　

下
の
グ
ラ
フ（
図
２
）は
、県
内
の
麦
の
被
害
状
況
で

す
。平
成
21
年
以
降
、被
害
面
積
、支
払
共
済
金
と
も
急

激
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

と
く
に
、平
成
22
年
産
は
、農
家
の
掛
金
は
約

７
千
６
百
万
円
、一
方
、農
家
に
支
払
わ
れ
た
共
済
金
は

７
億
７
千
万
円
あ
ま
り
と
、掛
金
と
共
済
金
の
差
額
が

７
億
円
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

麦
農
家
の
経
営
安
定
に
は
経
営
所
得
安
定
対
策
と
Ｎ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度
へ
の
加
入
が
重
要
で
す
。
ぜ
ひ
、〝
最
高

補
償
割
合
で
の
共
済
加
入
〞を
お
勧
め
し
ま
す
。

Q2　
どんな災害が、支払い対象
になるのですか？

A
風水害、干害、冷害、土壌
湿潤害等の気象上の原
因及び火災、病虫害、鳥
獣害です。

Q1　
責任期間はいつから
いつまでですか?

A
発芽期から収穫期
までです。

Q3　
発芽しないので鋤き込み
を行うのですが、連絡は
必要ですか ?

A
必ず組合へ連絡してく
ださい。現地確認を行わ
ないと、共済金の支払い
ができません。

Q4　
被害申告はどうすればい
いのですか ?

A
被害がある場合は、必ず
組合へ損害通知をして
ください。その際全ての
耕地に必ず立て札（野
帳）を立ててください。

数量の減少分を共済金でカバー！
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い
よ
い
よ
、麦
の
作
付
け
準
備
が
始
ま
り
ま
す
。麦
は
、天
候
の
影
響
を
う
け

や
す
い
作
物
で
す
。今
回
は
、麦
栽
培
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

ポイント１　ほ場の選定と排水対策
　麦の収量を確保する最も大事なポイントは、排水の良いほ場を選定すること
です。また、排水不良のほ場で栽培する場合は、暗渠（弾丸）や明渠（排水溝）の設
置が不可欠です。さらに、排水溝の間隔を狭くする等の作業も必要です。笑い話
になりますが、排水対策は完璧だったのに、排水口が閉めてあって、湿害が発生
した事例もあります。
チェック !
□ほ場の排水は良好か
□暗渠（弾丸）及び明渠の設置をしているか
□明渠（排水溝）の間隔は狭くなっているか
□排水口は開いているか

ポイント2　耕起・播種
　第２のポイントは、耕起、整地です。特に、砕土率を高めましょう。土塊が大き
いと、出芽が不良となり、減収します。また、除草剤の効果も劣ります。播種深度
は、3～5cm程度とします。浅いと、除草剤の薬害や寒害をうけ、出芽率が低下
します。深すぎると出芽が遅れ、生育量が不足し、低収となります。播種量は、麦
種、播種時期及び地域により異なるので地域の基準に従いましょう。畦立条播
の場合、小麦で5～6kg/10ａ、大麦で6～7kg/10ａです。
チェック !
□土壌の砕土率が高いか
□播種量は適切か
　畦立条播の場合…小麦：5～6㎏ /10ａ　大麦：6～7㎏ /10ａ
□播種深度は3～5cmか

ポイント3　施肥
　第３のポイントは、施肥です。古来から「麦は肥料で取れ」といわれているよ
うに、施肥の量・時期の厳守が収量の安定につながります。畦立条播の場合、窒
素成分（㎏ /10ａ）で、基肥4～4.5㎏①追肥（１月下旬）1.5～2.0㎏②追肥（２
月下旬）2.5～ 3.0㎏です。
　近年、パン用小麦として、「ニシノカオリ・ミナミノカオリ」の栽培面積が増加
しています。この両品種には、タンパク質含有率を高めるため、前述の施肥に加
えて、実肥の施肥が必要です。出穂後５～１０日に窒素成分（㎏／10a）で1～
3㎏が標準です。
チェック !
畦立条播の場合…
□基肥4～4.5㎏ /10a散布を行ったか
□１月下旬に追肥1.5～ 2.0/10a散布を行ったか
□２月下旬に追肥2.5～ 3.0/10a散布を行ったか
「ニシノカオリ・ミナミノカオリ」の場合…
□出穂後5～10日に1～3㎏ /10a散布を行ったか

ポイント5　適期収穫
　第５のポイントは、適期収穫
です。大麦の収穫適期は、90度
に傾いた穂が８割に達したと
き。また、小麦・大麦に共通する
目安として①穂軸・茎葉が完全
に黄化②粒を爪で押したとき、
弾力がなくロウの硬さになっ
たときです。
チェック !
大麦
□90度に傾いた穂が8割に達しているか
小麦・大麦
□穂軸・茎葉が完全に黄化しているか
□粒を爪で押したとき、弾力がなくロウの
　 硬さになっているか

ポイント4　管理作業
　第４のポイントは、管理作業です。雑草の繁茂したほ場で、安定した収量
は確保できません。地域の耕種基準にそって、除草剤を散布し、雑草防除を
行いましょう。
　麦踏みは、茎立ち（節間の伸長・幼穂の形成）開始直前まで可能です。麦の
茎葉・土壌が乾いているときに行いましょう。地上部の生育抑制（暖冬時有
効）・根張りの促進・霜柱による浮き上がり抑制効果があります。
　土入れは、条間の耕土を株間にふるい込む作業です。株根本の寒害から
の保護・分げつの促進・生育後期では、無効分げつの抑制や倒伏軽減に効果
があります。
　麦は、病害虫の少ない作物ですが、赤カビ病の防除は、必ず実施しましょう。
防除適期は、穂揃い期とその後7～10日後です。
チェック !
□除草剤等で防除を行っているか
□茎立ち前までに、麦踏みを行ったか　　　　
□土入れは行ったか
□赤カビ病の防除は行ったか

麦
の
作
付
け
時
期
と
な
り
ま
し
た

麦
の
作
付
け
時
期
と
な
り
ま
し
た

麦
の
作
付
け
時
期
と
な
り
ま
し
た

熊本県農林水産部生産局
農業技術課農業技術支援室
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死廃頭数

1カ月齢以内の日齢別の死廃頭数

　

月
別
の
出
生
頭
数
は
、

２
、０
０
０
頭
前
後
で
９
月

〜
11
月
の
出
生
が
若
干
少

な
く
、
冬
期
間
の
授
精
が

少
な
い
傾
向
が
見
ら
れ
ま

す
。

　

死
廃
事
故
発
生
を
見
て

み
る
と
、
寒
冷
期
の
事
故

頭
数
が
多
く
、
５
月
〜
６

月
の
発
生
が
他
の
月
に
比

較
し
低
い
状
況
で
す
。（
グ

ラ
フ
１
）

　

出
生
頭
数
の
７
・
26
％
、

１
、７
３
７
頭
が
死
廃
事
故

と
な
り
、
こ
の
内
２
カ
月

齢
以
内
の
死
廃
事
故
が
85
・
５
％
を

占
め
て
い
ま
す
。（
円
グ
ラ
フ
１
）

　

こ
の
内
、
約
74
％
を
占
め
る
１

カ
月
齢
の
事
故
を
日
齢
毎
に
見
て

み
る
と
、
1
日
齢
の
事
故
が
55
％

と
な
り
、
10
日
齢
以
内
の
事
故
で

80
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
円
グ
ラ

フ
２
）

　

死
廃
事
故
を
病
類
別
に
見
る

と
、
１
カ
月
齢
の
60
％
を
占
め
る

生
後
２
日
以
内
の
病
類
は
発
見
時

に
死
亡
で
発
見
さ
れ
る
新
生
児

系
、
循
環
器
系
の
疾
患
と
な
っ
て

い
ま
す
。（
表
１
）

　

次
に
、
病
気
に
つ
い
て
で
す

が
、
季
節
的
に
病
気
の
発
生
状
況

を
見
て
み
る
と
、
12
月
〜
３
月
が

他
の
月
よ
り
や
や
高
い
傾
向
が
あ

り
、
寒
冷
に
よ
る
影
響
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

初
診
時
の
病
類
を
月
齢
毎
に
見

る
と
、
１
カ
月
齢
は
死
廃
事
故

に
関
連
し
た
新
生
児
疾
患
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
の
月
齢
に
お
い
て
も
呼
吸
器

消
化
器
疾
患
が
２
大
疾
病
と
な
っ

て
い
ま
す
。
２
カ
月
齢
ま
で
は
消

化
器
系
、
３
カ
月
齢
以
降
は
呼
吸

器
系
が
多
い
状
況
で
す
。（
表
２
）

診療所だより 家畜診療所本所
　所長 獣医師原田 徳雄

NOSAI熊本家畜共済加入データにおいて、昨年
一年間で23,915頭の肉用子牛の出生が報告され
ています。今回は、肉用子牛の事故低減対策を
紹介します。

出生と死廃事故頭数の推移（グラフ1）

（円グラフ1）

（円グラフ2）

（表1）

（表2）

　

死
廃
事
故
は
出
生
後
10
日
間
、病

傷
事
故
は
２
カ
月
以
内
の
飼
養
管

理
が
重
要
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、死
廃
事
故
に
は
分

娩
前
後
の
飼
養
管
理
が
重
要
と
な

り
ま
す
。

①
お
産
に
備
え
た
、分
娩
房
の
確
保

（
不
慮
の
事
故
を
な
く
す
）

②
分
娩
予
定
２
週
間
前
か
ら

の
分
娩
房
の
壁
、柵
、床
、飼
槽
、

水
槽
の
消
毒
（
感
染
要
因
を
減

ら
す
）

③
分
娩
時
の
立
会
い
、授
乳
の
確
認

（
不
慮
の
事
故
を
な
く
す
。初
乳

に
よ
る
免
疫
移
行
）

を
す
る
こ
と
で
、出
生
２
日
齢
以
内

の
死
廃
事
故
を
減
ら
す
事
が
可
能

で
す
。

　

病
傷
事
故
に
つ
い
て
は
常
在
菌

に
よ
る
発
病
及
び
伝
染
に
係
わ
る

要
因
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

①
畜
舎
内
に
ア
ン
モ
ニ
ア
を
停
留

さ
せ
な
い
（
子
牛
の
鼻
顔
の
高

さ
を
意
識
し
て
下
さ
い
）、寒
冷

対
策
の
際
も
十
分
な
換
気
を
確

保
す
る
（
ア
ン
モ
ニ
ア
は
気
道

粘
膜
を
傷
つ
け
感
染
を
容
易
に

し
ま
す
）

②
子
牛
の
お
な
か
を
冷
や
さ
な
い

よ
う
に
、乾
燥
し
た
十
分
な
敷
料

を
施
す
（
ス
ト
レ
ス
の
低
減
）

③
定
期
的
な
畜
舎
及
び
水
槽
の
消

毒
、踏
み
込
み
消
毒
槽
の
設
置

（
汚
染
さ
れ
た
共
用
水
槽
は
感
染

を
拡
げ
ま
す
）

④
子
牛
の
病
気
の
発
生
状
況
に
応

じ
た
ワ
ク
チ
ン
接
種
、感
染
予
防

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
特
定
疾
病
の

発
生
予
防
）

　

こ
れ
ら
を
行
う
こ
と
で
、子
牛
の

２
大
疾
病
で
あ
る
呼
吸
器
、消
化
器

の
病
傷
事
故
を
減
ら
す
こ
と
が
可

能
で
す
。

　

子
牛
の
事
故
低
減
対
策
に
つ
い

て
、
ご
質
問
が
あ
る
場
合
は
、Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
獣
医
師
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

月齢別死廃病類
月齢 循環器 呼吸器 消化器 泌尿器 新生児 神経系 運動器 寄生虫 外傷他 その他 合計
1 123 26 209 891 4 1 24 1,278
2 55 39 86 1 7 1 1 8 9 207
3 21 36 28 2 1 3 3 94
4 18 20 9 1 1 5 54
5 12 18 7 3 3 1 44
6 4 14 1 1 3 23
7 9 8 3 1 1 22
8 2 4 1 7
9 2 2 1 5
10 1 1 2
11 1 1
合計 244 169 345 5 898 6 6 10 49 5 1,737

月齢別初診病傷
月齢 循環器 呼吸器 消化器 泌尿器 新生児 眼耳病 運動器 皮膚病 寄生虫 外傷他 その他 合計
1 76 479 3,495 1,263 6 30 7 22 46 7 5,431
2 61 1,082 2,947 66 17 22 20 146 17 13 4,391
3 18 741 700 10 10 15 72 8 8 1,582
4 4 444 234 9 4 8 13 15 7 2 740
5 2 281 108 8 2 3 5 11 6 426
6 230 52 6 3 2 2 3 6 3 307
7 127 22 3 1 10 2 2 3 2 172
8 62 17 6 3 3 1 92
9 1 13 9 2 1 3 3 32
10 12 2 1 4 1 20
11 4 2 6
合計 162 3,475 7,586 28 1,329 43 93 74 271 102 36 13,199
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種
子
選
び
と播種

密
度　

　

種
子
は
、
無
病
で
、
発
芽
勢
の

高
い
も
の
を
用
い
ま
す
（
Ｊ
Ａ

等
か
ら
の
購
入
種
子
が
安
全
で

す
）。

　

収
量
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
、

決
め
ら
れ
た
量
を
播
種
し
ま
す
。

規
定
の
播
種
量
よ
り
少
な
い
と
欠

株
が
多
く
な
り
、
収
量
が
低
下
し

ま
す
。

　

播
種
密
度
は
、
一
般
的
に
、
条

間
70
〜
80
㌢
、
株
間
15
〜
20
㌢
で

す
。
地
域
の
慣
行
適
期
播
種
期
を

遵
守
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
が
、

遅
く
な
っ
た
場
合
は
、
生
育
量
が

不
足
し
低
収
と
な
る
の
で
、
播
種

密
度
を
高
く
す
る
等
の
対
応
が
必

要
で
す
。
そ
の
場
合
、
株
間
を
狭

く
す
る
よ
り
も
、
条
間
を
狭
く
し

て
栽
植
密
度
を
高
め
る
方
が
、
収

量
は
安
定
し
ま
す
。

培
土
方
法
と
時
期

　

培
土
は
、
土
壌
を
膨
軟
し
て
通

気
性
の
改
善
、
不
定
根
の
発
生
を

促
し
倒
伏
防
止
の
効
果
が
あ
り
ま

す
。
培
土
時
期
は
、
播
種
後
25
〜

35
日
に
か
け
て
行
い
ま
す
（
本
葉

２
〜
３
葉
期
及
び
本
葉
４
〜
５
葉

期
が
一
応
の
目
安
で
す
）
が
、
極

端
な
培
土
は
、
収
穫
作
業
中
に
土

壌
が
コ
ン
バ
イ
ン
の
中
に
入
り
、

汚
粒
発
生
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

病
害
虫
と
雑
草
対
策

　

大
豆
の
病
害
虫
は
、
主
な
病
気

と
し
て
紫し

斑は
ん

病び
ょ
う

、
葉は

焼や
け

病び
ょ
う

、
黒く

ろ

根ね

腐ぐ
さ
れ

病び
ょ
う

、
茎く

き

疫え
き

病び
ょ
う

等
、
ま
た
、
主
な

害
虫
と
し
て
、
タ
ネ
バ
エ
、
ハ
ス

モ
ン
ヨ
ト
ウ
、
ダ
イ
ズ
サ
ヤ
ム
シ

ガ
、
ダ
イ
ズ
サ
ヤ
タ
マ
バ
エ
、
カ

メ
ム
シ
類
、
フ
タ
ス
ジ
ヒ
メ
ハ
ム

シ
等
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
以
上
の

よ
う
に
、
生
育
、
収
量
及
び
品
質

に
関
与
す
る
多
数
の
病
害
虫
が
存

在
し
ま
す
。

　

雑
草
は
、
収
量
・
品
質
の
減

少
、
収
穫
時
の
障
害
等
に
関
与
し

ま
す
。
防
除
法
は
、
播
種
直
後
、

及
び
生
育
期
の
除
草
剤
に
よ
る
防

除
が
一
般
的
で
す
。

　

ま
た
、
培
土
に
よ
る
耕
種
的
防

除
も
有
効
で
す
。

　

な
お
、
具
体
的
な
農
薬
や
防
除

適
期
に
つ
い
て
は
、
お
近
く
の
Ｊ

Ａ
や
農
業
普
及
・
振
興
課
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

　

収
穫
適
期
と
時
間
帯

　

収
穫
適
期
の
判
定
に
は
①
莢さ

や

を

振
る
と
「
カ
ラ
カ
ラ
」
音
が
す
る

②
完
全
落
葉
後
15
日
以
降
③
茎
が

「
ポ
キ
リ
」
と
折
れ
る
等
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
案
外
軽
視
さ
れ
が
ち
で

す
が
、
刈
り
取
り
時
刻
も
品
質
に

大
き
く
影
響
し
ま
す
の
で
①
好
天

が
続
い
て
い
る
場
合
は
、
午
前
10

時
〜
午
後
５
時
頃
ま
で
②
前
日
が

晴
れ
で
も
、
刈
り
取
り
当
日
が
曇

り
な
ら
、
午
前
11
時
〜
午
後
４

時
頃
ま
で
③
刈
り
取
り
前
日
が
雨

の
場
合
、
当
日
が
晴
れ
て
い
て
も

大
豆
水
分
が
高
く
な
っ
て
い
る
の

で
、
刈
り
取
り
は
延
期
し
ま
す
。

　

収
穫
時
期
に
な
っ
て
も
、
葉
、

葉
柄
及
び
茎
が
緑
の
ま
ま
で
、
落

葉
し
な
い
株
が
あ
り
ま
す
が
、
水

分
が
高
い
の
で
、
収
穫
時
の
汚
粒

発
生
を
助
長
し
ま
す
の
で
、
収
穫

前
に
除
去
し
て
お
き
ま
す
。

　

仕
上
げ
は通風

乾
燥
で　

　

大
豆
は
、
水
稲
等
に
比
べ
乾
燥

し
に
く
い
の
で
、
高
温
で
急
速
に

乾
燥
す
る
と
、
し
わ
粒
や
皮
切
れ

粒
が
発
生
し
ま
す
。

　

水
分
が
18
％
に
な
る
ま
で
は
、

加
温
せ
ず
通
風
乾
燥
し
ま
す
。

18
％
以
下
に
な
っ
て
も
、
30
℃
以

下
の
温
風
で
乾
燥
を
行
い
ま
す
。

葉が残る青い茎の株は抜く

　

大
豆
は
、
出
芽
か
ら
初
期
成
育
に
か
け
て
は
、
湿
害
に
弱
い
作
物

で
す
。こ
の
期
間
が
順
調
で
あ
れ
ば
、安
定
し
た
収
量
が
得
ら
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
排
水
の
良
い
ほ
場
の
選
定
や
排
水
対
策
が
重
要
で
す
。

　

今
回
は
、
大
豆
の
栽
培
の
ポ
イ
ン
ト
を
種
子
選
定
か
ら
収
穫
・
乾

燥
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

熊
本
県
農
林
水
産
部
生
産
局　

農
業
技
術
課
農
業
技
術
支
援
室

井
手 

眞
一

本葉４～５葉期の培土状況

大
豆
の
栽
培
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

大
豆
の
栽
培
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

正常粒

亀甲しわ

ちりめんしわ
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農
業
を
す
る
両
親
を
見
て
育
ち
、頑
張
っ

た
ら
頑
張
っ
た
分
、結
果
の
出
る
農
業
に
魅

力
を
感
じ
就
農
し
ま
し
た
。

自
分
で
工
夫
し
な
が
ら
作
物
を
作
り
、収

入
を
得
る
こ
と
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い

ま
す
。し
か
し
、天
候
に
左
右
さ
れ
た
り
、

T
P
P
問
題
な
ど
、い
ろ
い
ろ
と
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
す
ね
。そ
れ
に
立
ち
向
か
う
こ
と

で
、後
継
者
と
し
て
の
自
覚
は
日
々
強
く

な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

以
前
、D
J
を
し
て
い
た
経
験
も
あ
り
、

休
日
に
は
音
楽
関
係
イ
ベ
ン
ト
の
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。ま
た
、繁

栄
振
興
に
繋
が
る
祭
事
の
主
催
や
、町
の
祭

り
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、農
業
の
安
定
と
規
模
拡
大
が

課
題
で
す
。両
親
と
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。

①
祖
母
・
両
親
・
妻
・
子
供
２
人
の
７
人

家
族

②
甘
夏
65
㌃
、不
知
火（
露
地
）
１
０
０
㌃
、

不
知
火（
ハ
ウ
ス
無
加
温
）
24
㌃
、
レ
モ

ン
20
㌃
、
ス
イ
ー
ト
ス
プ
リ
ン
グ
15
㌃

①
祖
父
母
、
両
親
、
妹
の
６
人
家
族

②
メ
ロ
ン
80
㌃
、
水
稲
50
㌃
、
ト
マ
ト

20
㌃
、
レ
イ
シ
40
㌃

①
両
親
、
妻
、
子
供
３
人
の
７
人
家
族

②
乳
牛
40
頭
、
繁
殖
４
頭
、
イ
タ
リ
ア
ン

２
㌶

県
立
農
業
大
学
校
を
卒
業
後
、就
農
し

て
15
年
に
な
り
ま
す
。両
親
と
一
緒
に
主

に
デ
コ
ポ
ン
と
甘
夏
を
栽
培
し
て
い
ま

す
。農

業
は
天
候
に
左
右
さ
れ
る
た
め
大
変

で
す
が
、両
親
が
築
き
上
げ
て
き
た
も
の

を
維
持
し
な
が
ら
、今
後
も
更
な
る
品
質

向
上
を
目
指
し
て
頑
張
り
た
い
で
す
。

ま
た
、同
級
生
が
地
元
で
同
じ
く
デ
コ

ポ
ン
栽
培
を
や
っ
て
い
ま
す
の
で
、栽
培
技

術
な
ど
に
つ
い
て
相
談
や
情
報
交
換
な
ど

を
し
て
い
ま
す
。お
互
い
ラ
イ
バ
ル
と
し
て

良
い
刺
激
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

休
日
は
娘
た
ち
を
連
れ
て
い
ろ
ん
な
と

こ
ろ
に
行
き
た
い
の
で
す
が
、妻
が
美
容

師
の
た
め
、な
か
な
か
休
日
が
合
わ
ず
、家

族
そ
ろ
っ
て
出
か
け
る
こ
と
が
少
な
い
の

が
残
念
で
す
。

ラ
イ
バ
ル
は
同
級
生

山
下 

智
宏
さ
ん（
35
）

や
ま
し
た  

と
も
ひ
ろ

上
野 

真
一
郎
さ
ん（
29
）

う
え
の  

し
ん
い
ち
ろ
う

結
果
の
出
る
農
業
に
魅
力

県
立
農
業
大
学
校
を
卒
業
後
、ア
メ
リ

カ
へ
の
酪
農
研
修
を
経
て
、就
農
し
15
年
に

な
り
ま
す
。

就
農
当
初
は
不
況
で
経
営
は
悪
化
し
て

い
ま
し
た
が
、学
ん
だ
技
術
で
個
体
の
乳

量
ア
ッ
プ
に
成
功
し
、困
難
を
乗
り
越
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

現
在
は
、Ｊ
Ａ
菊
池
の
ｎ
о
ｎ-

Ｇ
Ｍ
Ｏ

（
非
遺
伝
子
組
替
）牛
乳
を
生
産
し
て
い
ま

す
。そ
の
縁
で
、10
年
ほ
ど
前
か
ら
、こ
の

牛
乳
を
飲
ん
で
い
る
子
供
た
ち
を
招
い
て

酪
農
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、Ｊ
Ａ
青
壮
年
泗
水
支
部
長
も
兼

務
し
、地
元
小
学
校
の
課
外
授
業
で
、田
植

え
や
稲
刈
り
の
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

未
来
を
担
う
子
供
た
ち
に
、お
い
し
く

楽
し
く
食
を
学
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
一
番

の
目
標
で
す
。

子
供
た
ち
へ
食
の
大
切
さ
を
Ｐ
Ｒ

松
岡 

昇
一
郎
さ
ん（
40
）

ま
つ
お
か  

し
ょ
う
い
ち
ろ
う

ひとくちメモひとくちメモ

毎日一生懸命頑張っている組合員さんにお聞きしました
① 家族構成　 ② 経営内容
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昭
和
61
年
、自
衛
隊
を
定
年
退
職
し
就

農
し
ま
し
た
。

父
の
代
か
ら
酪
農
を
始
め
ま
し
た
が
、

父
が
倒
れ
て
か
ら
私
が
就
農
す
る
ま
で
の

約
20
年
間
は
、妻
が
一
人
で
飼
育
し
て
く

れ
ま
し
た
。

今
思
え
ば
、妻
は
経
験
の
な
い
酪
農
を

よ
く
見
よ
う
見
ま
ね
で
一
人
頑
張
っ
て
く

れ
た
な
と
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

酪
農
は
、朝
・
晩
関
係
な
い
お
産
が
一
番

大
変
で
す
。し
か
し
、一
日
の
仕
事
の
流
れ

が
決
ま
っ
て
い
る
の
で
計
画
が
立
て
や
す

い
仕
事
で
す
。

休
日
に
は
、同
じ
地
区
の
グ
ル
ー
プ
で

旅
行
に
行
っ
た
り
、近
く
に
住
む
娘
達
が
遊

び
に
来
て
く
れ
た
り
、趣
味
の
詩
吟
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

学
校
卒
業
と
同
時
に
就
農
し
、両
親
の

手
伝
い
か
ら
始
め
た
大
根
作
り
も
、今
年

で
40
年
を
越
え
ま
し
た
。

熊
本
県
農
業
普
及
指
導
協
力
委
員
を

５
年
間
務
め
ま
し
た
。今
年
、県
か
ら
感
謝

状
を
い
た
だ
き
、農
業
を
続
け
て
い
く
気

持
ち
の
上
で
も
励
み
に
な
り
ま
す
。

桃
は
採
算
が
と
れ
ま
せ
ん
が
、夏
休
み

に
大
阪
か
ら
帰
省
す
る
娘
夫
婦
と
３
人
の

孫
が
楽
し
み
に
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。今
年

も
、採
り
た
て
の
桃
を
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
て

帰
り
ま
し
た
。

息
子
は
勤
め
人
で
、今
の
と
こ
ろ
後
継

者
は
望
め
な
い
の
で
、自
分
た
ち
が
楽
し

み
な
が
ら
作
物
を
育
て
、そ
れ
を
消
費
者

が
買
っ
て
喜
ん
で
食
べ
て
く
れ
る
よ
う
な

農
業
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

楽
し
み
な
が
ら
農
業
を

佐
藤 

由
孝
さ
ん（
58
）

さ
と
う　

ゆ
た
か

詩
吟  

楽
し
ん
で
ま
す

高
校
卒
業
後
、ゴ
ル
フ
場
で
働
い
て
い

ま
し
た
が
、24
歳
で
就
農
。ヒ
ゴ
ム
ラ
サ
キ

を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

小
さ
い
頃
か
ら
、両
親
が
農
業
を
す
る

姿
を
見
て
い
た
の
で
、違
和
感
な
く
農
業

に
就
け
ま
し
た
。ま
だ
ま
だ
勉
強
す
る
こ

と
が
多
く
、近
所
の
先
輩
に
頼
っ
て
い
ま

す
。中

学
・
高
校
と
陸
上
を
や
っ
て
い
た
の

で
、体
を
動
か
す
こ
と
が
大
好
き
で
す
。趣

味
は
ゴ
ル
フ
で
、そ
の
ほ
か
に
最
近
は
、地

域
の
仲
間
と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
を
つ

く
り
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

今
後
は
ナ
ス
の
ほ
か
、高
森
の
奨
励
品

種
で
あ
る
ト
マ
ト
に
挑
戦
予
定
で
す
。

消
費
者
が「
お
い
し
い
」と
食
べ
て
く
れ

る
の
が
何
よ
り
の
喜
び
な
の
で
、頑
張
っ
て

お
い
し
い
も
の
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

ト
マ
ト
に
挑
戦
し
た
い

桐
原 

勝
幸
さ
ん（
28
）

き
り
は
ら  

か
つ
ゆ
き

①
両
親
・
妻
の
４
人
家
族

②
大
根 

延
べ
５
０
０
㌃
、
桃
10
㌃
、
水
稲 

１
１
５
㌃

①
妻
と
２
人
家
族

②
成
乳
牛
６
頭
、
米
34
㌃

①
祖
父
母
・
両
親
・
妻
・
子
供
２
人
の

８
人
家
族

②
ヒ
ゴ
ム
ラ
サ
キ
25
㌃
、
水
稲
２
０
０
㌃

共済掛金は、口座振替でお願いします！

口座振替のお申し込み手続きは、お電話いただければ
担当者がお伺いし、ご説明いたします。

○農業協同組合（JA）　　　○肥後銀行
○ゆうちょ銀行（郵便局）　○信用金庫
○熊本銀行（旧熊本ファミリー銀行）※農機具損害共済「のうきくん」にご加入の方で、農機具を

買い替えられて異動手続きをしないと、事故に遭った
ときに共済金の支払いができなくなる場合があります。

取扱金融機関

て
い

サ
キ

す
る

農
業

た
い

（
28
）

共済掛金は、口座振替でお願いします！
取扱金融機関

N O S A I ひとくちメモひとくちメモひとくちメモ

大
野 

一
磨
さ
ん（
80
）
ハ
ス
子
さ
ん（
76
）

お
お
の 

か
ず
ま

こ

農機具を買い替えられたら、
すぐにNOSAI へご連絡ください！！
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井上林業井上林業井上林業

蘇陽堆肥蘇陽堆肥
生産組合生産組合
蘇陽堆肥
生産組合

馬見原馬見原
小学校小学校
馬見原
小学校 岩尾野岩尾野

公民館公民館
岩尾野
公民館

幣立神宮

お問い合わせ 幣立神宮
上益城郡山都町大野６９８
℡０９６７ー８３ー０１５９

弊
立
神
宮
は
、
国
道
２
１
８
号
線
を
宮
崎
方
面
に
走

り
、
大
野
小
学
校
を
過
ぎ
た
あ
た
り
に
あ
り
ま
す
。
パ

ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
有
名
で
、
平
日
に
も
多
く
の

参
拝
者
が
訪
れ
ま
す
。

鳥
居
を
く
ぐ
っ
て
階
段
を
上
が

る
と
、
あ
る
段
を
境
目
に
明
ら
か

に
上
と
下
で
肌
に
感
じ
る
空
気
が

違
い
ま
す
。
ク
ー
ラ
ー
が
効
い
た

部
屋
に
入
る
よ
う
な
、
ま
る
で
そ

こ
に
は
空
気
の
カ
ー
テ
ン
が
あ
る

か
の
よ
う
で
す
。
階
段
を
上
が
り

き
る
と
そ
こ
に
は
社
殿
が
あ
り
、

そ
の
横
に
ご
神
木
が
そ
び
え
立
ち
、

心
地
よ
い
風
が
吹
い
て
い
ま
す
。

こ
の
神
宮
は
「
伊
勢
神
宮
」
と

同
様
、
中
央
構
造
線
上
に
あ
り
、

天
照
大
御
神
に
関
わ
る
神
々
の
物

語
の
舞
台
と
な
っ
た
場
所
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
世
界
一
と
言
わ

れ
る
「
巨
桧
・
天
神
木
」
や
社
殿

左
脇
か
ら
階
段
を
下
り
山
道
を
進

む
と
、「
東
御
手
洗
」
と
呼
ば
れ
、

岩
清
水
が
流
れ
出
る
池
が
あ
り
ま

す
。
機
会
が
あ
れ
ば
、
是
非
こ
の

神
秘
を
肌
で
感
じ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

※

中
央
構
造
線…

関
東
平
野
か
ら
九
州
ま

で
続
く
全
長
１
千
キ
ロ
以
上
の
大
断
層

肌
で
感
じ
る
神
秘
の
世
界

弊
立
神
宮

へ
い
た
て

宇土市

芥川　丈くん（11歳）
あくたがわ　  　  じ ょ う

わたしの
家族

［写真 左から］

おかあさん

おばあちゃん

いもうと

おじいちゃん

ぼく

おとうさん

おにいちゃん

貴子 さん（40歳）

友子 さん（62 歳）

翠 ちゃん（6歳）

幸信 さん（63 歳）

丈 くん（11歳）

拓也 さん（38歳）

栞太 くん（14歳）

た か 　 こ  

と も 　 こ      

みどり

こ う し ん

じょう

た く 　 や

か ん 　 た

ぼ
く
の
家
族
は
７
人
で
す
。家
は

花
を
つ
く
っ
て
い
て
、部
活
が
な
い

と
き
は
手
伝
っ
て
い
ま
す
。

ど
の
仕
事
も
難
し
い
で
す
が
、そ

れ
を
毎
日
毎
日
続
け
て
い
る
か
ら

す
ご
い
と
思
い
ま
す
。

最
初
し
た
と
き
は
難
し
か
っ
た

け
ど
、な
れ
て
く
る
と
手
ぎ
わ
よ
く

で
き
て
楽
し
い
で
す
。

ぼ
く
は
、野
球
部
に
所
属
し
て
い

て
キ
ャ
プ
テ
ン
を
任
さ
れ
て
い
ま

す
。中
学
校
、高
校
に
い
っ
て
も
野

球
は
続
け
る
つ
も
り
で
、将
来
の
夢

も
、野
球
選
手
に
な
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
か
ら
、も
っ
と
父
の
手
伝
い

を
し
て
勉
強
し
た
い
で
す
。

上益城郡上益城郡
山都町山都町
上益城郡
山都町

ひ
が
し
み
た
ら
い

あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み
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高
校
卒
業
後
、民
間
企

業
に
一
年
半
勤
務
し
た
後

就
農
し
た
。

　

就
農
２
年
目
か
ら
は
、

労
働
の
省
力
化
、経
費
削

減
、所
得
向
上
に
努
め
て

き
た
。今
年
は
イ
チ
ゴ
の

主
力
品
種
を「
ひ
の
し
ず

く
」
か
ら
、
食
味
も
良
く

単
収
単
価
が
高
い
新
品

種
の「
か
お
り
野
」に
変

更
し
、栽
培
面
積
を
縮
小

す
る
反
面
、収
量
と
収
入

の
増
加
を
目
指
す
。

　

ま
た
、農
協
の
小
組
合

長
を
務
め
る
な
ど
地
域
の

活
動
に
も
積
極
的
に
参

加
。
努
力
が
認
め
ら
れ
、

今
年
の
熊
本
県
農
業
コ
ン

ク
ー
ル
大
会
新
人
王
部
門

に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
。

　

現
在
、地
域
の
高
齢
化

が
進
ん
で
い
る
。そ
の
た

め
、地
域
が
協
力
し
て
、農

作
業
を
分
担
し
て
行
う

収
穫
組
合
が
で
き
な
い

か
考
え
て
い
る
。「
平
日
、

若
者
が
水
田
や
ハ
ウ
ス
の

手
入
れ
を
行
い
、休
日
は
、

高
齢
者
が
水
か
け
な
ど

の
簡
単
な
作
業
を
行
う

作
業
分
担
が
で
き
れ
ば
、

若
者
が
休
日
を
自
由
に

過
ご
し
た
り
、家
族
サ
ー

ビ
ス
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
若

者
が
よ
り
就
農
し
や
す

く
な
る
の
で
は
な
い
か
」

と
話
す
。

 

「
最
近
、落
雷
や
集
中
豪

雨
が
増
え
て
い
る
。被
害
に

あ
っ
た
時
、N
O
S
A
I
が

頼
り
に
な
る
の
で
、加
入

を
勧
め
て
行
き
た
い
」と

話
し
て
く
れ
た
。

お 世 話 に
　 　 な り ま す

話 に
ま すすすすな り ま すすすすすすすすすすす
共済部長共済部長さんさん共済部長さん

元
田 

祐
樹
さ
ん（
30
）

も
と
だ  

ゆ
う
き

作
業
分
担
で
共
生小

組
合

地
域
の

的
に
参

ら
れ
、

業
コ
ン

王
部
門

れ
た
。

高
齢
化

そ
の
た

て
、農

を
勧
め
て
行
き
た
い
」と

話
し
て
く
れ
た
。

①
２
年
目

②
両
親
、妻
、子
供
２
人

の
６
人
家
族

③
イ
チ
ゴ
46
㌃
、
水
稲

１
０
４
㌃

　

高
校
卒
業
後
、会
社
に

勤
め
な
が
ら
兼
業
農
家

と
し
て
水
稲
80
㌃
を
耕

作
し
て
い
た
。
平
成
21

年
、36
年
間
勤
め
た
会
社

を
退
職
、
専
業
農
家
と

な
っ
た
。

　

高
齢
化
、後
継
者
不
足

で
作
付
け
が
出
来
な
い

耕
地
を
借
り
受
け
、現
在

は
４
６
０
㌃
の
作
付
け

規
模
と
な
り
、認
定
農
業

者
の
認
定
も
受
け
て
い

る
。

　

ま
た
、平
成
７
年
に
集

落
の
農
家
８
件
で
西
牧

営
農
会
を
立
ち
上
げ
た
。

農
業
機
械
を
共
同
で
購

入
し
、今
で
は
水
稲
６
０

０
㌃
の
田
植
え
、
消
毒
・

稲
刈
り
を
一
手
に
手
が
け

て
い
る
。

　

同
営
農
会
の
代
表
を

務
め
る
池
尻
さ
ん
は「
今

後
、メ
ン
バ
ー
が
す
べ
て

専
業
農
家
に
な
っ
て
く
る

の
で
、法
人
化
を
目
指
し

無
理
せ
ず
、
ま
た
、
農
地

を
荒
ら
さ
な
い
よ
う
に

し
た
い
」と
話
す
。

　

現
在
は
、区
長
を
は
じ

め
、農
業
委
員
、森
林
組

合
・
土
地
改
良
区
総
代
と

し
て
地
域
の
た
め
に
尽

力
し
、３
年
前
か
ら
国
よ

り
保
護
司
の
委
託
も
受

け
て
い
る
。

　
「
昨
年
は
、
水
害
で
大

変
お
世
話
に
な
っ
た
。今

後
も
、損
害
時
に
は
早
期

確
認
、早
期
共
済
金
支
払

い
に
努
め
て
ほ
し
い
。共

済
部
長
と
し
て
協
力
し

ま
す
よ
」と
話
し
て
く
れ

た
。

池
尻 

和
則
さ
ん（
60
）

い
け
じ
り 

か
ず
の
り

山
鹿
市

法
人
化
で
農
地
を
守
る

げ
た
。

同
で
購

稲
６
０

消
毒
・

手
が
け

代
表
を

は「
今

た
。

①
７
年
目

②
妻
、子
供
１
人
の
３
人

家
族

③
水
稲
４
６
０
㌃

氷
川
町

ＮＯＳＡＩ事業は、各集落・地域で活躍されている共済部長
さんに支えられています。
　熊本県下5,090人の共済部長さんに、組合と農家をつ
なぐ役割を担っていただいています。
　頼れる各地の共済部長さんを紹介します。

①共済部
長歴

②家族構
成

③経営内
容

紹介コーナー紹介コーナー紹介コーナー

HINOKUNI 8


